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(57)【要約】

【産業上の利用分野】電車やバス等の乗合交通機関に乗

車する際の乗物乗越警報システムに関する

【目的】希望する乗客に、車両が目的の駅や停留所に接

近した時、あるいは１つ前の駅や停留所を出発する時の

みに反応するような受信装置を持ってもらい、個人的に

降車する駅や停留所を通知するシステムを提供する

【効果】乗越しをほぼ確実に防ぐことができる。乗務員

も発信器の制御という簡便な労力でサービスを提供する

ことができる

【特許請求の範囲】

【請求項１】車両内に電磁波発信器を設け、この電磁波

発信器から車両が駅や停留所に接近した時あるいは１つ

前の駅や停留所を出発する時に駅や停留所ごとに異なっ

た信号を出し、この電磁波発信器からの信号のうち指定

された駅や停留所の情報に対応する信号を受信したとき

のみ警報を発する受信装置を乗客に持たせ、受信装置か

ら発する警報により降車する駅や停留所を通知すること

を特徴とする乗物乗越警報システム。
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